
　自己調整学習（Self-regulated Learning:SRL）

のフレームワークでは，学習行動や学習方略と関係

する Doing，学習者の情意に関わる Feeling，そ

して学習計画や振り返りに関わる Thinking の３つ

の分野が重要なものとして取り扱われる。前回はこ

のうち Doing の分野について考えてみたが，今回

は Feeling の分野について議論してみたい。

1　動機は十人十色

　校内研修などにおいて，「やる気」を高めたり維持

したりする方法，つまり「動機づけ」と「動機維持」

の方法に関する質問を，先生がたからよく頂く。こ

のことは，学校現場の英語学習において，Feeling

の側面，とりわけ「動機」が，大きな課題となって

いることを如実に示しているものといえよう。

　ところがこの「動機」というのは，なかなか一筋

縄ではいかない。それは，「やる気」を引き起こす外

的な要因として色々なものが想定されるからであ

る。たとえば，対象（英語）への関心から英語学習

に対する「やる気」をもつに至った生徒もいるだろ

う。対象を取り巻くもの（教師や仲間）への好感度

から英語学習に対する「やる気」を形成した生徒も

いるかもしれない。また，ある者は，目標達成（た

とえば試験合格）の必要性や切迫感で「動機づけ」ら

れ，英語を一生懸命に学習している可能性もある。

さらには，目標達成後
4

の利益への期待感で学び始め

ていたり，他者から認めてほしいという承認欲求に

「動機づけ」られていたりする場合もあるだろう。

　このような十人十色の状況の中では，「テストに

出るから」「受験に必要だから」という常套句だけで

多くの生徒の「やる気」を一度に引き起こし，維持

していくのは，かなり困難なことであると言わざる

を得ない。われわれは，外の何かによって動機をか
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き立てる，ということだけを考えるのではなく，む

しろ，どうすれば「やる気」が内から湧き起こって

くるのかという，内発的に「やる気」を引き起こす

メカニズムのほうを見ていかねばならない状況に直

面しているのであろう。

2　自己効力感とは

　このような状況の中で注目を集めているアプロー

チの 1 つに，「自己効力感」（Self-effi cacy）を高め

れば，内から学習に対する「動機」が高まるという

考え方がある。「自己効力感」というのは，「私は～

ができるだろう」「私には～ができる能力があるか

も」という学習者個人がもつ有能感のことをいう。

カナダの心理学者アルバート・バンデユーラ（Albert 

Bandura）の提唱した概念で，「自尊感」（Self-

esteem）が本人自身の価値に関する感情であるの

に対し，「自己効力感」は，ある目標を達成する能力

に関わる自己感覚のことをさす。特定の目標との関

連で考えるという意味では，目標志向が高い SRL

に比較的なじみやすい概念であるといえよう。

　この感覚は，学習行動を開始する時（動機づけ）と，

これを維持する際（動機維持）の両面に関わってい

るといわれている。「自己効力感」の高い生徒は，

「やってみよう」「できるんじゃない」とポジティブに

考え，あまり躊躇せず行動を起こす傾向が高い（つ

まり，行動をよい方向へ自己調整できるようにな

る）。一方，低い生徒は，「どうせ失敗するだろう」「そ

んなの無理，無理」となり，行動を回避する傾向を

もつことになる。また，動機維持の側面でも，「自

己効力感」の高い生徒は，「まあ何とかやれるだろう」

と考え，少々の困難に直面しても行動を続けていく

傾向が高いが，低い生徒は「はじめから無理だった

んだ」「もうダメ，無理に決まってる」となり，途中
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で投げ出す傾向が高くなるという。

3　自己効力感を高めるには

　それでは，この「やる気」の根源に関わる「自己効

力感」を高めるためには，どうすればよいのであろ

うか。バンデユーラによれば，この感覚を高めるに

は，まず達成（成功）体験をもつことが大切である

という。教員や仲間の提供する手助け，つまり足場

（Scaffolding）に助けられながらでも，学習上の目

標を何か 1 つ成し得たという体験をし，ほめ言葉

などにより，その結果を周りから承認された経験を

もつ生徒は，「ひょっとして私は～ができるかもし

れない」という気持ちをもつようになるという。

　さらに都合のよいことに，この達成体験は，必ず

しも自分自身がもたなくてもよいようで，仲間の誰

かが体験をするだけでも，これを取り込み「自分も

できるかもしれない」と自らの感覚に変えていくこ

とが可能である，といわれている。その際，「あの

人は例外だ」「あの人だから出来る」というような免

除条件がつかないよう，特殊な事例は避け，同じよ

うな能力をもつ仲間の成功事例を追体験するほうが

よいとされている。

　「自己効力感」を高める 3 つ目の方法としては，

言葉による説明や説得，暗示などが挙げられる。「目

標は～で，達成するにはこうやればいいよ」，「君な

ら必ず出来るから」「以前にも似たようなことが出来

たんだから，今回もきっと出来るよ」「スポーツで出

来たんだからきっと勉強でも出来るよ」「○○君と一

緒にやるのだから心配しなくていいよ」というよう

に，具体性，方向性，平易性，類似性，関係性を示

しながら，言葉により説明し，説得する方法である。

この方法は，残念ながら，体験が伴わないと効果が

現れにくく，現れてもすぐに消失する傾向があると

いわれており，上の 2 つの直接体験に関わる方法

と組み合わせながら使う必要がある。

　なお，「自己効力感」を高めるには，あまり目標を

大きく設定せず，小さな目標を積み上げるスモール

ステップ方式で継続的に達成体験をさせるのがよい

とされている。
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　「自己効力感」は「自己決定
4 4

感」とも密接につながっ

ているといわれている。「自己決定
4 4

感」は，行動を起

こすか否かを自らの意志で決めて，その責任を自分

が担っているという感覚をさす。「～ができるかも

しれない」という「自己効力感」をもつ学習者は，自

らの意志で目標を設定したり，計画を立てたり，行

動を開始したりする傾向が高くなり，その結果，失

敗しても，その責任を他者や環境に帰属させること

が少なくなる。つまり高い「自己決定
4 4

意識」をもつ

ことが可能となるというわけである。この「自己決
4

定
4

」の感覚は，自律的な学習者がもち合わせている

資質の 1 つといわれていることから考えて，「自己

効力感」を高めることは，間接的ながら，自律的な

学習者を育てる一助にもなることは間違いがないと

いえよう。

　今回は，Feeling （情意）の側面，その中でも，

とりわけ「動機づけ」とその維持に関わる話題を取

り扱った。まず，教室での英語学習において，「動

機づけ」と「動機維持」がきわめて重要な課題である

ことを指摘した。その後，「やる気」を高める外的な

要因が人により異なることを示し，外的な要因を考

えるより，むしろ，どうすれば「やる気」が内から

湧き上がってくるのか，そのメカニズムを考える必

要があることを主張した。そして，その一例として，

「自己効力感」の高揚を通して内発的な「動機」を高

め，維持する考え方を挙げ，具体的な方法について

議論した。動機が「自分は～が出来るんだ」という

有能感により影響を受けるという考え方は，教員が

学習者とどのように向かい合うかを決める際に，大

いに参考となろう。
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